
り
、
丁
半
の
占
い
で
地
区
を
決
定
し
、
報
昔
す
る

神
事
で
あ
る
。
近
年
は
諸
般
の
事
情
に
よ
り
（
動

物
愛
護
運
動
）
か
ら
境
内
で
行
っ
て
い
る
。
こ
の

撮
影
は
平
成
二
二
年
で
、
翌
年
二
三
年
か
ら
は
境

内
で
行
わ
れ
て
い
る
。

■
◆
　
江
戸
時
代
の
蛙
狩
神
事

文
政
2
年
（
1
8
1
9
）
発
行
の
、
乾
水
坊
素

雪
著
『
信
濃
国
昔
姿
』
に
載
る

一
、
『
勅
使
殿
』
か
ら
抜
粋
し
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
は
郷
土
出
版
社
で
発
行
し
た
「
決
定

版
諏
訪
大
社
」
の
原
稿
を
私
が
執
筆
し
た
の
で
そ

の
ま
ま
使
用
し
ま
し
た
。

◆
　
中
世
の
蛙
狩
神
事

延
文
元
年
（
1
3
5
6
）
に
書
か
れ
た
『
諏
方

大
明
神
画
詞
』
（
諏
訪
祭
春
上
）
に
あ
る
「
正
月
一

日
」
の
一
部
で
す
。

さ
て
、
ノ
御
手
洗
河
に
か
え
り
て
漁
猟
の
儀
を
表

す
。
七
尺
の
清
流
氷
閉
て
一
機
の
白
布
地
に
敷
け

り
。
雅
楽
数
輩
、
斧
鉄
を
以
っ
て
是
を
切
り
砕
け

ば
、
蝦
毒
五
ツ
六
ツ
出
現
す
。
毎
年
不
闘
（
欠
く

こ
と
が
な
い
）
の
奇
特
（
不
思
議
）
な
り
。
壇
上

の
蛙
石
と
申
す
も
故
あ
る
こ
と
や
、
神
便
小
弓
子

矢
を
も
て
是
を
射
取
り
て
、
各
串
に
さ
し
て
捧
げ

持
ち
て
生
贅
の
初
と
す
。

…
毎
年
正
月
元
旦
に
は
神
前
に
蛙
狩
の
神
事
是

七
不
思
議
の
其
一
な
り
、
終
り
て
大
祝
勅
の
前
備

え
て
置
て
、
後
切
裂
て
備
え
、
残
る
所
を
持
て
下

殿
史
上
殿
し
上
司
中
に
配
分
し
頂
く
也
、
是
当
社

に
て
第
一
の
神
符
に
し
て
、
重
し
病
人
に
預
か
し

て
も
同
便
を
禁
じ
夜
優
に
さ
す
也
。

要
約
す
る
と

蛙
狩
り
神
事
に
用
い
ら
れ
た
カ
エ
ル
が
重
病
人

に
効
く
薬
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
あ
ま
り
宜
も
あ
り
が
た
い
も
の
で
、
排
便
は

ト
イ
レ
で
は
な
く
（
い
わ
ゆ
る
）
野
糞
で
済
ま
せ

ろ
、
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
岡
谷
市
川
岸
東
、
元
川
岸
小
学
校
一
五
〇
年

誌
編
纂
顧
問
）

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

［
使
用
文
献
］
諏
訪
教
育
会
復
刻

諏
訪
史
資
料
叢
書
・
決
定
版
諏
訪
大
社

郷
土
出
版
・
ネ
ッ
ト
検
索


